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共施設等整

により１億
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減
少
し
た
こ
と
か
ら
、平
成
二
十
三
年

度
の
実
質
的
な
黒
字
額
は
昨
年
度
よ
り

も
増
加
し
、十
五
億
三
千
七
百
五
十
五

万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

黒
字
額
に
つ
い
て
は
、今
後
の
財
政

運
営
に
活
用
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、景
気
低
迷
等
の
影

響
を
受
け
て
市
民
税
が
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
、市
税
収
入
は
対
前
年
で
一
億
七
千
七
百

二
十
八
万
四
千
円
減
収
し
、三
年
連
続
の
下

落
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、歳
出
に
お
い
て
、建
設
事
業
を
中

心
と
す
る
投
資
的
事
業
や
地
方
債
の
償
還
が
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37,125,380 １年間の収入の総額�����

35,562,216 １年間の支出の総額�����

1,563,164 収入から支出を引いた額（①－②）�����
���

25,611 平成24年度継続事業に充てるお金�����

1,537,553 実質的な黒字額（③－④）�����
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２時～３時30分

の画家の生涯と作品」をテーマとして、国立
16日（火）から開催の同展の出展作品をわかり

任研究員・安來正博氏
きに、事業名・住所・氏名・電話番号・参加人数
を記入のうえ、10月3日（水）までに、下記へ
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����　９月29日（土）①午前10時10分②午後１時③午後３時30分
　　　　　＜上映時間１時間46分＞
����　ルナ・ホール
����　原節子・小杉勇・早川雪洲ほか／アーノルドファンク・
　　　　　伊丹万作（共同監督）／1937年日本・ドイツ合作
����　1,000円（小学生以下500円）
　　　　　※広報掲載記事持参で大人200円割引
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　歳出決算額を平成24年３月31日時点の人口で割ると、376,467円となります。これを費
目ごとに分けると下図のようになります。
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�保健やごみ処理等に要する経費です。6,764万３千円（1.9%）増の36
億6,436万９千円となりました。
�����

�道路や都市計画、公営住宅等に要する経費です。山手幹線開通に
よる街路事業費や南芦屋浜公園整備事業費の減少等により６億
4,532万４千円（12.4%）減の45億7,090万９千円となりました。
�����

　消防・救急や災害対策に要する経費です。消防車両購入費や東日本大震災の被災地への
応援経費の増加等により、8,652万３千円（7.8%）増の11億9,301万９千円となりました。
�����

　学校や幼稚園、社会教育等に要する経費です。小中学校の耐震整備事業費の減少等によ
り５億8,488万５千円（14.9%）減の33億3,298万９千円となりました。
�����

　市債（借入金）の元金や利子の支払に要する経費です。緑化育成事業債の一括償還がな
くなったため、58億2,501万１千円（43.7%）減の75億1,163万５千円となりました。
�����

　前記以外の経費で，議会費や商工費等が含まれます。市立芦屋高等学校解体事業がなく
なったこと等により、3,643万４千円（5.5%）減の６億2,582万円となりました。
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① ９:00

②12：00

③15：00

④18：00

⑤22：30
�
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春日公園������

３．11を考えるフォーラム
　「そのとき　あなたはどうしますか」�����

第26回　芦屋市民絵画展

怖がる前に予防しましょう！
  　　　　　　　食事・運動＋がん検診

��������

第24回　あしや秋まつり� � � �

「芦屋　橋ものがたり」より������

　市の借金にあたる一般会計の市債残高については、震災関連事業の実施に伴い
急増し、ピーク時の平成13年度末には1,119億円に達しましたが、震災関連事業の
減少に伴い、平成14年度以降減少に転じています。平成23年度では計画的な償還に
加えて、公的資金補償金免除繰上償還を行い、年度末残高は636億円となりました。
　なお、636億円の内、震災関連分は346億円（54.4%）となっています。
　今後も、可能な限り積極的な償還に努め、市債残高の一層の縮減を図っていきま
す。
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全
化判断比率および資金不足比率を算定しましたので、お知らせ
します。
　健全化判断比率につきましては、いずれも早期健全化基準を
下回っています。実質公債費比率や将来負担比率については、
決して良好と言える数値ではありませんが、昨年度と比べ改善
しています。これらの比率は、地方債の償還が進むにつれて、少
しずつ改善される見込みです。
　なお、資金不足比率につきましては、資金不足を生じている公営企業会計はあ
りませんでした。
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　市役所全体の事務費や税金の徴収、戸籍および住民票、選挙等に要する経費です。
潮芦屋交流センターおよび三条地区集会所の施設整備経費や、宅地造成事業の売却減に伴う公共
備基金積立金の減少等により、12億3,596万２千円（22.2%）減の43億1,897万２千円となりました。
�����

　福祉等に要する経費です。子ども手当や後期高齢者医療にかかる経費、生活保護費の増加等に
1,567万２千円（1.1%）増の103億4,450万３千円となりました。
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　歳入全体の約半分（55.7%）を占めます。個人市民税が３億6,768万7千円（3.3%）、法
人市民税が5,215万８千円（8.8%）減少したため、市税総額では１億7,728万４千円
（0.8%）減の206億8,671万９千円となりました。
�������	�

　前年度と比べ654万７千円（0.5%）減の13億3,414万６千円となりました。
�������

　普通交付税の減少により6,051万１千円（1.8%）減の32億1,633万３千円となりま
した。
�������

　国や県から交付される補助金や負担金等です。小中学校の耐
震化工事や経済対策による交付金の減少等により、前年度と比
べ５億3,471万円（10.2%）減の47億1,707万７千円となりました。
����

　いわゆる借入金です。緑化育成事業債の借換えがなくなったことから、前年度と比
べ36億3,707万６千円（65.5%）減の19億1,918万円となりました。
�����

　前記以外の収入で、寄附金や手数料収入等です。基金の取崩しの減少等により、前
年度と比べ26億881万２千円（33.2%）減の52億5,192万５千円となりました。
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　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率
　　�������：地方公共団体において標準的に収入される一般財源の規模 

�������	
�

　全会計を対象とした実質赤字（または資金の不足額）の標準財政規模に
　対する比率
�������	�

　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率
��������

　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

��

�����　９月29日（土）午後１時30分～３時
�����　市民センター 401室
������「時代の風―政治経済の変化　
　　　　　　を読む―」
�����　読売テレビ報道局特別解説
　　　　　　委員・岩田公雄氏
�����　先着180人
�����　直接会場へ
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������10月17日（水）午後２
������ルナ・ホール
������「エル・グレコ、異才の
　　　　　　国際美術館で10月16
　　　　　　やすく解説
������国立国際美術館主任
������入場無料。往復はがき
　　　　　　（１人または２人）を
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